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越
智
文
雄
あ
か
り
み
ら
い

社
長
が
主
宰
す
る
札
幌
な
に

か
が
で
き
る
経
済
人
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
は
６
月
16
日
、
カ
ナ

モ
ト
ホ
ー
ル
で
１
９
０
回
目

の
例
会
を
開
い
た
。
今
回
は

特
別
例
会
講
演
会
と
位
置
づ

け
、「
令
和
の
米
騒
動
」
と

言
わ
れ
る
品
薄
か
ら
、
大
幅

な
い
の
か
」
と
質
問
す
る
と
、

 

「
令
和
６
年
産
の
米
は
た
く

さ
ん
収
穫
さ
れ
た
。
流
通
の

中
で
の
ひ
っ
迫
感
、
我
々
は

『
流
通
の
根
詰
ま
り
』
な
ど

と
説
明
し
て
き
た
が
、
こ
こ

は
検
証
し
て
い
く
」

　

こ
の
１
年
間
の
動
き
、
特

に
小
泉
大
臣
の
就
任
後
は

「
卸
売
業
者
に
注
文
し
た
だ

け
米
が
届
く
よ
う
に
な
っ
た
、

と
い
う
話
も
聞
く
」
と
し
て
、

 

「
関
東
で
は
、
最
近
ま
で
ス

ー
パ
ー
の
棚
に
米
が
な
い
状

な
価
格
高
騰
、
そ
し
て
小
泉

進
次
郎
農
水
相
が
行
っ
た
政

府
備
蓄
米
の
随
意
契
約
に
よ

る
放
出
と
、
一
般
消
費
者
に

と
っ
て
、
と
て
も
関
心
の
高

い
「
米
問
題
」
を
テ
ー
マ
と

し
た
。（
６
月
16
日
現
在
）

　

こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は

「
北
海
道
を
愛
す
る
熱
意
あ

る
有
志
の
研
究
会
」
と
し
て

２
０
０
６
年
に
発
足
。
政
界

や
官
庁
、
経
済
、
教
育
、
メ

デ
ィ
ア
、
学
生
ま
で
文
字
通

り
多
彩
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

持
っ
て
い
る
の
が
特
徴
だ
。

昨
年
の
日
向
灘
地
震
で

備
蓄
用
に
買
い
求
め
た

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
ま
さ
に

タ
イ
ム
リ
ー
。
生
活
に
密
着

し
た
身
近
な
と
こ
ろ
で
起
き

て
い
る
社
会
問
題
で
、
現
在

進
行
形
、
さ
ら
に
は
今
後
ど

う
推
移
し
て
い
く
か
、
と
い

う
関
心
も
高
い
か
ら
だ
。

　

最
初
に
小
島
吉
量
北
海
道

農
政
事
務
所
長
が
ス
ピ
ー
チ

し
た
。
農
林
水
産
省
の
地
方

支
分
部
局
の
一
つ
で
あ
る
。

　

小
島
氏
は
昨
年
８
月
頃
に

ス
ー
パ
ー
の
棚
か
ら
お
米
が

消
え
て
か
ら
の
価
格
変
遷
や
、

江
藤
拓
前
大
臣
の
施
策
、
そ

し
て
小
泉
大
臣
に
よ
る
随
意

契
約
の
備
蓄
米
の
売
渡
し
に

つ
い
て
流
れ
を
整
理
し
て
述

べ
た
後
、
道
内
の
動
き
に
着

目
し
て
こ
う
語
っ
た
。

 

「
北
海
道
は
首
都
圏
に
比
べ
、

随
意
契
約
の
米
が
出
回
る
前

か
ら
（
５
㌔
あ
た
り
）
７
０

０
～
８
０
０
円
安
い
米
が
出

て
い
た
と
思
う
」

　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
越

智
氏
が
「
米
は
本
当
に
足
り

態
だ
っ
た
が
、
今
は
そ
う
で

は
な
い
。
本
当
に
根
詰
ま
り

だ
っ
た
の
か
、
あ
る
と
こ
ろ

に
は
あ
っ
た
の
か
、
そ
こ
は

検
証
し
て
い
く
。

　

人
件
費
、
物
流
費
な
ど
全

て
の
コ
ス
ト
が
上
が
っ
て
い

る
。
こ
こ
を
適
切
に
し
て
い

か
な
い
と
農
業
だ
け
で
は
な

く
、
こ
の
先
日
本
の
産
業
が

立
ち
行
か
な
く
な
る
。『
必

要
な
値
上
げ
』
は
あ
っ
て
も
、

急
な
値
上
げ
は
世
の
中
が
つ

い
て
い
け
な
い
。
ど
こ
で
折

り
合
い
を
つ
け
る
か
が

課
題
だ
」

　

流
通
業
界
か
ら
は
、

大
丸
札
幌
店
や
マ
ル
ヤ

マ
ク
ラ
ス
に
店
舗
、
精

米
所
を
構
え
る
専
門
店
、

千
野
米
穀
店
の
德
永
善

也
社
長
が
参
加
。「
五

ツ
星
お
米
マ
イ
ス
タ

ー
」
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス

ト
は
こ
う
独
自
の
見
解

を
述
べ
た
。

 

「
昨
年
８
月
の
米
不
足

ミ
ン
グ
、
し
か
も
テ
レ

ビ
が『
店
に
米
が
な
い
』

と
報
道
し
た
も
の
だ
か

ら
、
当
社
に
は
電
話
が

殺
到
し
、
店
頭
は
行
列

が
で
き
た
」

　

千
野
氏
は
「
備
蓄
米

を
美
味
し
く
食
べ
る
方

が
あ
る
。
そ
れ
を
私
た
ち
は

忘
れ
て
い
る
。
パ
ワ
ー
の
源

は
米
。
米
の
消
費
量
は
少
子

化
に
も
影
響
し
て
い
る
」

　

参
加
者
に
は
、
感
心
し
て

頷
く
姿
が
見
ら
れ
た
。

の
理
由
は
、
８
月
８
日
の
日

向
灘
地
震
。
翌
日
に
政
府
が

『
南
海
ト
ラ
フ
の
恐
れ
が
あ

る
』
と
発
表
し
、
以
降
、
消

費
者
な
ど
が
ス
ー
パ
ー
に
備

蓄
用
の
米
を
買
い
求
め
た
。

お
盆
で
流
通
業
者
、
精
米
工

場
も
休
み
と
い
う
悪
い
タ
イ

法
」
と
し
て
、
①
し
っ
か
り

研
い
で
よ
く
ゆ
す
ぐ
、
②
水

加
減
を
多
め
に
す
る
、
③
浸

漬
時
間
を
長
く
す
る
、
④
特

に
古
米
は
早
め
に
食
べ
き
る
、

⑤
保
管
は
冷
蔵
庫
で
、
と
説

明
し
た
。

パ
ワ
ー
の
源
は「
米
」

日
本
人
の
食
文
化
大
切

　
に

　

今
回
は
、
料
理
研
究
家
・

星
澤
幸
子
氏
の
手
作
り
の

「
道
産
米
５
分
づ
き
お
に
ぎ

り
」
を
試
食
し
な
が
ら
の
例

会
と
な
っ
た
。

　

星
澤
氏
は
「
仕
事
が
多
忙

な
中
で
、
15
時
頃
に
食
事
を

し
て
い
た
。
ご
は
ん
と
具
だ

く
さ
ん
の
味
噌
汁
、
納
豆
く

ら
い
で
、
余
計
な
も
の
は
食

べ
ず
、
そ
の
結
果
、
痩
せ
た

け
ど
、
体
力
は
落
ち
な
か
っ

た
」
と
自
ら
の
経
験
談
を
述

べ
、「
米
の
重
要
性
」
に
つ

い
て
持
論
を
展
開
し
た
。

 

「
も
と
も
と
日
本
人
の
食
文

化
は
米
と
豆
。
玄
米
、
味
噌

汁
、
漬
物
、
野
菜
の
煮
物
、

別
に
盛
っ
た
塩
。
こ
の
食
事

は
知
力
、
体
力
、
精
力
、
精

神
力
に
も
抜
群
に
よ
く
、
日

本
を
大
東
亜
戦
争
か
ら
見
事

に
復
活
さ
せ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー

▲星澤幸子氏

▲道内スーパーでも随意契約による備蓄米は
低価格とあって人気を集めた

德永氏もわかりやすく説明した▲▶

▲プロジェクターを使って説明した小島氏

▲講師の小島吉量北海道農政事務所長、星澤幸子氏、
德永善也氏（左から）

▲主宰者の越智文雄氏

ま

さ

に

タ
イ
ム
リ
ー
！

米
づ
く
り
と
流
通
問
題

美
味
し
い
食
べ
方
な
ど

　
の

勉
強
会

札
幌
な
に
か
が
で
き
る
経
済
人
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
特
別
例
会
講
演
会


